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令和５年３月１日  

 福岡県教育委員会教育長 殿 

 

在籍校名    福津市立福間中学校 

職・氏名    教諭  山脇 泰季 

指導者名       手島 綾 

 

研 修 報 告 書 

 

このたび、長期派遣研修員として、下記のとおり研修をしましたので報告いたします。 

 

記 

 

１ 研修種別 

  Ｄ 福岡県教育センター研修員 

２ 主題研修について 

研究主題 地域的特色の成立条件を多面的・多角的に考察する生徒を育てる中学校社会科地理的分野

学習指導－関連図の操作・活用を位置付けた単元構成を通して－ 

(1) 研究のねらい 

 ア 課題の背景  

中央教育審議会答申(平成 28 年 12 月)において「資料から読み取った情報を基にして社会的事象の

特色や意味などについて比較したり関連付けたり多面的・多角的に考察したりして表現する力の育成

が不十分であること」が指摘されている。このことから、地理的分野では、資料から読み取った情報を

根拠にして、地域的特色を成り立たせる要因を多面的・多角的に考察することができる生徒が求めら

れていると考え、本主題を設定した。 

 イ 研究の目的 

 地理的分野「日本の諸地域」の学習において、地域的特色の成立条件を多面的・多角的に考察する生

徒を育てるために、関連図の操作・活用を位置付けた単元構成の有効性を究明する。 

ウ 研究の仮説  

地理的分野「日本の諸地域」の学習で、関連図を操作・活用しながら考察する活動を中心に位置付け

た単元構成において、次のような手立てを講じれば、様々な事象がどのように影響を及ぼし合ってい

るかを捉えられるため、地域的特色の成立条件を多面的・多角的に考察する生徒が育つであろう。 

＜手立て１＞予想を基に事象の関連を捉える問いと交流活動 

＜手立て２＞関連図の操作・活用を促す ICT活用 

(2) 研究の構想 

 ア 主題の説明 

(ｱ) 主題について 

 ｢地域｣とは、一定の空間的広がりをもつ区域である。本研究では、「地域」を日本の七地方区分の各

地方とする。「地域的特色」とは、他の地域とは異なる特徴のことであり、「成立条件」とは、地域的特

色を成り立たせる要因である。地域的特色は、様々な事象のかかわりの中で生み出されている。そのた

め、地域的特色の成立条件は多面的・多角的に考察する必要がある。「多面的・多角的に考察する」と

は、「自然環境」「人口や都市・村落」「産業」「交通や通信」などの側面や、「地域内外の人々」と事象

との関係を踏まえて成立条件を明らかにすることである。「地域的特色の成立条件を多面的・多角的に

考察する」とは、地域の特色を端的に示す事象(以下「テーマ」)を中核にして、他の事象との多様な関

連から地域的特色を捉え、その要因を明らかにすることである。そこで、本研究では次の姿を目指す。 
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(ｲ) 副題について  

｢関連図｣とは、様々な事象を関連付けながら生徒一人

一人が自分の考えを整理する図である。関連図は、テー

マとテーマとの関連を考察する複数の側面で構成されて

いる(資料１)。｢操作｣とは、資料から読み取った複数の

事象を図中に書き出し、「原因と結果」「相互依存」など

事象と事象の関係性が分かるように線や矢印で結ぶこと

である。｢活用｣とは、操作して分かったことを整理した

り比べたりして、その内容を語句や文章で表すことであ

る。 

本研究では、単元を「つか

む」・｢さぐる｣・「まとめる」の

三段階で構成し、「さぐる」段階

に関連図の操作・活用、「まとめ

る」段階に関連図の活用を位置

付ける(表１)。 

｢つかむ｣段階では、まず、テ

ーマを決定し、関連図の中心に

示す。そして、テーマとの関連を考察する側面を選択する。その後、選択した側面に応じて、関連図の

枠組みを作成する。「さぐる」段階では、まず、資料を読み取り複数の事象を関連図に書き出す。次に、

「原因と結果」などの関係性が分かるように複数の事象を線や矢印で結ぶ。その後、関連の共通点を明

らかにする。このような操作・活用を側面ごとに繰り返す。「まとめる」段階では、作成した関連図を

基に地域的特色を整理する。そして、地域的特色の要因を文章で説明する。このように、選択した複数

の側面を踏まえ、関連付けたことを図に整理、記録しながら操作と活用を繰り返すことで、地域的特色

の成立条件を多面的・多角的に考察できると考える。 

イ 研究の内容 

(ｱ) 予想を基に事象の関連を捉える問いと交流活動 

関連図を操作・活用する

ためには、様々な事象の関

連付けが促される仕組みが

必要である。川端(2021)は、

「発問の質の差を考慮して

段階を踏むことで、生徒が

答えることに前向きになり

ます。そして、『どのように』

や『なぜ』の発問をされても、生徒は途方に暮れず、予想や考察を進めることができます。」1）と述べ

ている。そこで、様々な事象の関連を明らかにするための問いの提示と関連図で見いだした様々な事

象の関連を共有する交流活動を設定する（図１）。生徒は、課題に対する予想を基に「問１ 場所や時

期、行為などを捉える問い」で具体的な事象を捉える。そして、「問２ 背景や理由を明らかにする問

い」でテーマと他の事象との関連を明らかにし、課題に対する考えを整理する。交流活動では、他者と

関連図を比較することで、考えを付加・修正し、関連の共通点を明らかにする。 

資料１ 関連図の構成 

表１ 単元における関連図の位置付け 

〇 地域の広がりや地域内の結び付き、人間の営みに着目して、テーマと他の事象との多様な関連 
を考察することができる生徒                 【思考力、判断力、表現力等】 

〇 テーマと他の事象との多様な関連を考察したことから、地域的特色を成り立たせる要因を文章
で表現することができる生徒                 【思考力、判断力、表現力等】 

図１ 問いと交流活動の流れ 
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(ｲ) 関連図の操作・活用を促す ICT活用 

関連図は、生徒が一人一台端末で作成する。「さぐる」段階では、生徒は、関連図の事象を何度も入

れ替えて考えたり、自他の関連図の比較を通して考えを付加・修正したりすることでテーマと他の事

象との関連を明らかにする。「まとめる」段階では、生徒はそれまでの学習の内容や過程を関連図で振

り返ることで、地域的

特色とその要因につい

ての考えをまとめて文

章で表す。以上のよう

に、学習活動の試行錯

誤や情報の蓄積、思考

の可視化が容易である

という ICT の特性を生

かし、関連図の操作・活

用を促していく。また、

関連図は、生徒の学習

履歴(スタディ・ログ)

として、学習後も利活

用していくことが可能

である。 

(3) 研究の実際 

ア 実証授業の学年及び単元計画(全５時間) Ａ市立Ｂ中学校第２学年Ｃ組 38名 

単元 地理的分野 日本の諸地域 「北海道地方」 

目標 

○ 地図や景観写真などの資料を基に、北海道の自然環境の特色や北海道で暮らす人々の生活、及び農業や観光業の特色

と北海道の課題を理解することができる。                          【知識及び技能】 

○ 地域の広がりや地域内の結び付き、人々の営みに着目して、北海道の自然環境を他の事象と関連付けて考察したこと

から地域的特色やその要因を表現することができる。                【思考力、判断力、表現力等】 

○ 北海道地方の課題について主体的に追究しようとしている。            【学びに向かう力、人間性等】 

段階 学習活動 手立て 配時 

つ
か
む 

１ 北海道の特色を示す事象(自然環境)を調べ、学習課 

 題をつくる。 

〇 北海道地方の特色を示す事象(自然環境)を把握するため

に、位置や土壌の分布などが分かる資料を提示する。 
１ 

さ
ぐ
る 

２ 自然環境と他の事象の関連を調べ、考えをまとめる。 

⑴ 自然環境と人々の生活について調べ、関連を考察し 

関連図に入力する。 

⑵ 自然環境と農業について調べ、関連を考察し関連図 

に入力する。 

⑶ 自然環境と観光業について調べ、関連を考察し関連 

図に入力する。 

〇 自然環境と他の事象を関連付ける見通しをもつために、

課題に対して予想をたてる場を設定する。 

○ 自然環境と他の事象との関連を明らかにするために、問

いを提示し、交流活動を設定する。 

３ 

ま
と
め
る 

３ 自然環境と他の事象との関連を考察したことから、 

地域的特色やその要因、地域の課題を文章で記述し、 

説明する。 

〇 根拠を明確にして北海道の地域的特色やその要因を説明

するために、関連図を用いて考察したことを振り返る場を

設定する。 

１ 

イ 実証授業の実際と考察 

(ｱ) 「つかむ」段階(第１時)  

第１時では、テーマを決定し、関連付ける側面を選択することで、単元の見通しをもつことをねらい

とした。生徒は、地図やグラフから北海道の特徴を調べてテーマを決定し、話し合いで関連付ける側面

を選択した。まず、日本地図や雨温図から「北に位置するから寒い。」や「泥炭地や火山灰土などの農

業に向かない土壌が広がっている。」と北海道の気候や土壌の特徴を調べた。調べた内容を学級で交流

し、自然環境の特徴(寒い・やせた土壌)をテーマに決定した。これは、位置や土壌の分布に着目するこ

とで、北海道の特色を端的に示す事象を捉えた姿だと考える。次に、人口推移に関するグラフから、明

図２ 研究構想図 
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治時代以降に人口が増えたことに対する共通の疑問点を見いだし、学級で「寒冷でやせた土壌が広が

る中、どのように生活をしてきたのだろうか。」という単元を貫く学習課題を設定した。課題解決に向

けて関連付ける側面を決める話し合いでは、既習の知識や生活経験から「自然環境は生活様式や産業

とのかかわりが深い。」と判断し、側面として「生活・文化」と「産業(農業、観光業)」を選んだ。そ

の後、関連図に選択した側面を記入して枠組みを作成した。このような姿は、自らの学習を方向付けて

いる姿だと判断する。これらのことから、テーマを決定することと関連付ける側面を選択することは、

単元の見通しをもつ上で有効だったと考える。 

(ｲ) 「さぐる」段階(第２～４時)  

｢さぐる｣段階では、テーマと他の事象との関連を考察

し、関連図に表した。 

第２時は、北海道へ移住が進んだ背景を明らかにするこ

とをねらいとした。まず、前時を振り返り、「生活・文化」

にかかわる既習内容を事象として関連図に入力したとこ

ろ、生徒Ａは「1890年以降人口が増えた。」と入力した(資

料２)。また、移住した場所や生活の様子を調べることに

より、テーマと「生活・文化」との関連を考察できるのではないかと予想していた。ここで、問いを提

示した。生徒Ａは「問１ 移住のきっかけは何だろう。」に対して、「開拓使」や「屯田兵制度」などの

事象を関連図に入力した。次に「問２ 多くの人が移住したのはなぜだろう。」に対して、生徒Ａは問

１で入力した事象と「1890年以降人口が増えた。」という事象を線で結ぶことができた。関連図を比較

して他者と考えを共有する交流活動では、「屯田兵制度」と単語で入力していた事象を見直し、「屯田兵

制度で開拓するために人が増えた。」と内容を付加した。生徒Ａは、複数の事象を時系列で整理できた

が、テーマとの関連までは考察できなかった。 

第３時は、寒冷な気候とやせた土壌でも人々の工夫や努

力によって、農業が発展したことを明らかにすることをね

らいとした。まず、テーマと農業にかかわる事象との関連

に気付かせるために、都道府県別の「農業産出額」の表を

提示した。生徒は、「北海道は、寒冷でやせた土壌にもかか

わらず農業産出額が高い。」と気付き、「なぜ、農業が盛ん

なのか。」という疑問をもった。その後、農地利用の違いを

調べることにより関連を考察できるのではないかと予想

していた。そこで、問いを提示した。生徒Ａは「問１ 北海道ではどこで、何が栽培されているのだろ

う。」に対し、資料から「石狩平野が稲作地帯である。」と確認して、「稲作地帯」と事象を関連図に入

力した(資料３)。次に「問２ どのようにして稲作を盛んにしたのだろう。」に対し、生徒Ａは「品種

改良」とその特徴(「寒さに強い」など)を入力し、線で結ぶことができた。これは、「品種改良」とい

う行為に着目することで、稲作が盛んな理由を明らかにした姿だと考える。また、交流活動において、

生徒Ａは、やせた土壌を改良したという別の特徴に気付き、「人の手で土を変えた」という事象を入力

した。そして、「農業が盛んなのはなぜか。」という疑問に対して「農業に向かない自然環境だが、人間

の努力によって盛んになった。」と発言し

た。このとき、生徒Ａは交流で見いだし

た共通点を「人間の努力」、「自然環境に

対応した」と関連図に入力していた。こ

れは、他者と関連図を比較することで、

気候や土壌に対する人々の工夫や努力に

気付き、テーマと農業にかかわる事象と

の関連を明らかにした姿だと考える。 

資料３ 第３時終了時の生徒Ａの関連図 

自然環境をいかしている 

自然環境に  
対応した 

人間の努力 

資料４ 第４時交流活動後の生徒Ａの関連図 

資料２ 第２時終了時の生徒Ａの関連図 

問 1…下線部の事象 

問 2…事象間の矢印 

交流活動…点線の事象 
 

交流活動…点線の事象

交流活動…点線の事象 
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第４時は、北海道の気候をいかして観光業が盛んになったことを明らかにすることをねらいとした。

まず、テーマと観光業にかかわる事象との関連に気付かせるために、「季節別宿泊客数」のグラフを提

示した。生徒は「観光客は、春と秋よりも夏と冬に多い。」と気付き、季節によって観光客数が変動す

ることに疑問をもった。その後、観光客が集まる場所や観光の目的を調べることにより関連を考察で

きるのではないかと予想していた。そこで、問いを提示した。生徒Ａは、「問１ 観光の種類や目的は

何だろう。」に対し、資料から「雪を使ったまつりやレジャー」や「花畑」など観光の具体を関連図に

入力した(前頁資料４)。次に「問２ 観光業が盛んなのはなぜだろう。」に対し、生徒Ａは、資料を基

に「夏と冬のどちらも観光客を呼べている」などの事象を記入し、問１で入力した事象と関連付けて線

で結ぶことができた。これは、観光の種類と観光客が多い時期に着目したことで、観光業が盛んな理由

を明らかにした姿だと考える。その後、交流活動を行った。生徒Ａは、関連図の比較を通して、主な観

光地は夏の涼しさや冬の雪の多さなど自然環境を利用しているという共通点を確認して、「自然環境を

いかしている」と説明を加えることができた。また、生徒Ａは、交流活動の中で、「観光業が盛んにな

ると、動物に害を与えることもある。」と発言し、観光が環境に与える影響を指摘していた。関連図に

は、「商業が盛んになる」「動物に害を与える」などと記入しており、観光客、観光業に携わる人々、観

光地に居住する人々など様々な立場から考えていることがわかる。これは、地域の課題といった新た

な視点を見いだすことができた姿だと判断する。 

｢さぐる｣段階において、生徒の予想を基に問いを提示することは、テーマと事象との関連を考察す

る上で有効だったと考える。また、交流活動で関連図を比較することは、関連付けの共通点を見いだす

上で有効だったと考える。 

(ｳ)「まとめる」段階(第５時) 

｢まとめる｣段階では、地域的特色

を成り立たせる要因を考察し文章

で表現することをねらいとした。ま

ず、関連図を用いて、これまでの学

習を振り返った(資料５)。生徒は、

テーマと「生活・文化」、「農業」、「観

光業」の側面との関連から見いだし

た共通点を基に、「自然環境に対応

しており、生かすこともでき、克服

することで農業も観光業も生活と

文化も豊かにすることができた。」

と地域的特色を整理した。その後、

関連図の内容を根拠として、地域的特色が成り立つ

要因を整理し、資料６のように記述することができ

た。生徒Ａは、関連図の「農業」の側面において、

「自然環境に対応した」「人間の努力」という共通

点を見いだしている。そして、そのことを地域的特

色の説明の中で、「克服する」と表現している。さら

に、地域的特色を成り立たせる要因として、寒い気

候に対応するために「農業試験場で品種改良をし

た」などを挙げて説明している。これは、様々な事

象がどのように影響を及ぼし合っているか考察し

て、テーマと他の事象との多様な関連を明らかにし

ている姿だと考える。 

これらのことから、テーマと各側面との関連を明

第２時 

資料６ 地域的特色を成り立たせる要因の記述 

資料５ 生徒Ａの関連図 

第４時 

第３時 
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らかにした箇所を選ぶ活動や関連図を用いて学習を振り返る場の設定は、地域的特色を成り立たせる

要因を考察し、表現する上で有効だったと考える。 

(4) 全体考察 

資料７は、関連図を基に、地域の広が

りや地域内の結び付き、人間の営みに着

目して、テーマと他の事象との関連を考

察できたかどうかを分析したものであ

る。テーマと他の事象がどのように関連

付いているかを考察できた生徒は、第２

時よりも第５時の方が 20 人増えた。こ

れは、問いと交流活動において、生徒の

予想を基に関連付けを行い、関連付けた

内容を他者と比較して、共通点を見いだ

したり考えを付加・修正したりしたから

だと考える。 

資料８は、関連図と文章の記述を基

に、地域的特色を成り立たせる要因を多

面的・多角的に考察し表現することがで

きたかどうかを分析したものである。中

部地方と比べて、多面的・多角的に考察

できた生徒は 17人増えた。これは、関連

付ける側面ごとに問いと交流活動を設

定し、関連図の操作・活用を繰り返した

ことで、側面ごとに関連付ける事象が整

理されていたことが理由だと考える。また、ICTを活用して情報を可視化しながら蓄積することで、関

連付けた内容を確認したり振り返ったりすることが容易であったことも理由と考える。単元の振り返

りでは、「関連図を使ったことで、事象がどのようにつながっているか知ることができた。」や「単元を

通して自分が考えたことが、最終的にまとめられていて北海道の特色が一目でわかった。」など、関連

図を操作・活用したことの有効性を実感している生徒の姿があった。 

以上のことから、関連図の操作・活用を位置付けた単元構成は、地域的特色の成立条件を多面的・多

角的に考察する生徒を育てる上で有効であったと考える。 

(5) 成果と課題 

ア 研究の成果 

○ 複数の事象の関連を明らかにする「予想を基に事象の関連を捉える問いと交流活動」を繰り返

すことは、地域的特色の成立条件を多面的・多角的に考察するために有効であった。 

○ ICTを活用することは、学習活動の試行錯誤が容易になり、様々な事象を関連付けたり、関連付 

けた内容を整理したりすることに有効であることが究明できた。 

イ 今後の課題 

○ 「予想を基に事象の関連を捉える問いと交流活動」の交流活動において、テーマと側面だけでな 

く、側面と側面のかかわりについても考察できるように単元を貫く学習課題を想起させる手立て

が必要であった。 

＜引用文献＞ 
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資料８ 中部地方と北海道地方の生徒の記述の変容 

資料７ 第２時と第５時の生徒の変容 
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【添付資料】 

○ 他の生徒の関連図と地域的特色の記述 
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